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近年，非自明なホロノミーを持つ caloron解の研究が進んでいる。caloronは QCDにおける
confinementの機構との関連という文脈で議論されることもあり，これら鞍点解は confinement-
deconfinement の相転移の機構に新たな知見を与えることが期待されている。中村らによって，
SU(2)caloronのチャージ 2における新たな解析解が見出された [1]。それらは大まかに言って標準
モノポール型（虚時間周期無限小の極限でモノポール解になるもの）と非標準モノポール型に分
かれるが，とりわけ後者は caloron固有のオブジェクトとして非常に興味深い。
前研究会で，我々は上述の caloron解の対称性を持つ場合について紹介した。本研究会では，

より多くのパラメーターを持ち，対称性を持たないような場合を含む，より一般的な解法を確立
し，それについて詳しく紹介した。Figure 1にそれらの作用密度の例を示す。
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Figure 1: チャージ 2における caloronの最も対称性の良い場合の等作用面（左図），及びboundary
dataに含まれるパラメーターを変えて対称性を失った作用密度の高さプロット（右図）。
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